
スルファモノメトキ
シン及びオルメトプ
リムを有効成分とす
る配合剤たる強制経
口投与剤

牛（搾乳牛を除く。） １日量として体重１‰当
たりスルファモノメトキ
シン15„以下及びオルメ
トプリム５„以下の量を
強制的に経口投与するこ
と。

食用に供するためにと
殺する前７日間

スルファモノメトキ
シン及びピリメタミ
ンを有効成分とする
配合剤たる飼料添加
剤

鶏（産卵鶏を除く。） 飼料１ｔ当たりスルファ
モノメトキシン５ｇ以下
及びピリメタミン１ｇ以
下の量を混じて経口投与
すること。

食用に供するためにと
殺する前７日間

リン酸タイロシン及
びスルファジミジン
を有効成分とする配
合剤たる飼料添加剤

豚（生後４月を超え
るものを除く。）

飼料１ｔ当たりリン酸タ
イロシン100ｇ（力価）
以下及びスルファジミジ
ン100ｇ以下の量を混じ
て経口投与すること。

食用に供するためにと
殺する前15日間

ベンジルペニシリン
プロカイン及びベン
ジルペニシリンベネ
タミンを有効成分と
する配合剤たる注射
剤

牛 １日量として体重１‰当
たりベンジルペニシリン
プロカイン7¶500単位以
下及びベンジルペニシリ
ンベネタミン7¶500単位
以下の量を筋肉内に注射
すること。

食用に供するためにと
殺する前21日間又は食
用に供するために搾乳
する前132時間

豚 １日量として体重１‰当
たりベンジルペニシリン
プロカイン15¶000単位以
下及びベンジルペニシリ
ンベネタミン15¶000単位
以下の量を筋肉内に注射
すること。

食用に供するためにと
殺する前14日間

別表第３（第２条から第４条まで関係）

動物用医薬品 動物用医薬品使用対象
動物 使用禁止用途

クロラムフェニコールを有効成
分とするもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

別表第４（第６条から第８条まで関係）

医 薬 品 医薬品使用対象動物 使用禁止用途

クロラムフェニコールを有効成
分とするもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

クロルプロマジンを有効成分と
するもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

メトロニダゾールを有効成分と
するもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

別記様式第１号（第３条及び第７条関係）

出荷禁止指示書
年 月 日

指示に係る動物の所有者又は
管理者の住所及び氏名

獣医師の住所及び氏名 î印
動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令第３条及び第７条の規定に基づき、
下記の動物は食用に供するために出荷してはならないことを指示する。

記
１ 指示に係る動物の種類及び頭羽尾数
２ 指示に係る動物の名号、性、年齢又は特徴
３ 指示年月日及び使用動物用医薬品名又は使用医薬品名

指 示 年 月 日 使用動物用医薬品名又は使用医薬品名

年 月 日

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ
ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

４ 参考事項

備 考
１ 指示に係る動物の名号、性、年齢又は特徴の欄には、指示に係る動物の個体又は集団が特定
できるよう必要な事項を記載すること。
２ 参考事項の欄には、獣医師がその直接の指揮監督の下にその診療に係る動物の所有者又は管
理者に動物用医薬品又は医薬品を投与させる場合に、当該動物用医薬品又は医薬品の品名、用
法及び用量並びに当該動物用医薬品又は医薬品を投与すべき時期を記載すること。

ニトロフラゾンを有効成分とす
るもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

マラカイトグリーンを有効成分
とするもの

対象動物 食用に供するために出荷する対象
動物及び食用に供するために出荷
する乳、鶏卵等を生産する対象動
物への使用

平
成

™
œ
年

œ
月

š
—
日
木
曜
日

(
号
外
第

˜
˜
˜
号
)

官
報

注 １ 「配合剤」とは、２種類以上の有効成分を配合する動物用医薬品をいう。
２ 「飼料添加剤」とは、飼料に添加し、混和し、又は浸潤して投与する動物用医薬品をいう。
３ 「飲水添加剤」とは、飲水に添加し、又は混和して投与する動物用医薬品をいう。
４ 「強制経口投与剤」とは、注射器、胃カテーテル等の器具を用いて強制的に経口投与する
動物用医薬品をいう。
５ 「注射剤」とは、皮下、筋肉内、静脈内又は腹腔内に注入する方法により投与する動物用
医薬品をいう。
６ 「子宮・膣内投与剤」とは、子宮内若しくは膣内に注入し、又は挿入する方法により投与
する動物用医薬品をいう。
７ 「乳房注入剤」とは、乳房に注入する方法により投与する動物用医薬品をいう。
８ 「搾乳牛」とは、食用に供するために出荷する乳を泌乳している牛をいう。
９ 「産卵鶏」とは、食用に供するために出荷する卵を産卵している鶏をいう。
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